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１．概要 

 

 極点図測定は粒径の影響を考慮してＳｃｈｕｌｚの反射法で行われる。 

   この方式の場合、ｄｅｆｏｃｕｓの影響を受けやすいため、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

   ｒａｎｄｏｍ試料として、ｓａｍｐｌｅと同一の大きさでバルク材が最適であるが得るのが困難な 

   場合があります。入手出来ない場合、粉末試料や粉末試料を固めた代用が行われている。 

   代用ではパッキングファクタの違いから絶対強度は得られないため、補正後の極点図の最大密度が異なる。 

   本資料では、ｄｅｆｏｃｕｓ補正としてｒａｎｄｏｍなし、粉末の代用方法を説明し、 

   各種ＯＤＦ解析結果の評価法を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．解析 

２．１ ｒａｎｄｏｍ試料が得られない場合 

 データ選択 

 

バックグランド除去    ｄｅｆｏｃｕｓ補正（内部計算）     Ｒｐ％の最適化 

 

 

 

Rp％とは 

  

 

 



計算を行う 

  

Rp％最適化前 

 

 

Rp％最適化後 

 

Rp％の最適化で改善があります。改善されない場合、再度 Rp％チェックを外しやり直し 



３．各種ＯＤＦ向けファイル作成 

で ODF向けファイル作成 

 

ODFの選択  平均化の選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 

 

    ODF向けファイル作成 

 

 

 

 

 

 

 



作成されたファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ｒａｎｄｏｍ試料が入手できる場合 

 

バックグランド削除のみを行う    

で計算 

 

 

バックグランドを削除されたＴＸＴ２ファイル 

 

 

 

 

 



ＴＸＴ２からｄｅｆｏｃｕｓ曲線作成 

 

粉末の場合指定（バルクは指定しない） 

 

曲線が登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ試料を用いた極点処理 

 

バックグランド除去 ｄｅｆｏｃｕｓ補正 Ｒｐ％の最適化 

処理結果 

 

 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ補正のＲｐ％最適化前確認 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ補正のＲｐ％最適化後確認 

 

 

最適化により改善されています。 

 

 

ODF向けファイルを作成 

 

 

 

 

 

 

 



５．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 

 

解析後、Ｃ：￥ＯＤＦから解析データの対比 

 

 

 

 



で退避画面操作 

 で退避ホルダを選択 

 Ｃｏｐｙ開始 

 チェックで C:¥PDFの退避データ削除 

 

 

退避後、退避ホルダのＯｕｔｍａｘ．ｔｘｔを選択 

 

 

 

 

 



再計算極点図が表示されます。 

 

 

 Ｒｐ％の確認 

 



 

 

 

方位分布図 

方位分布の４：２：１比率考慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．資料 

６．１方位による４：２：１資料 

 

 

 

６．２逆極点図３６ＢＯＸ 

 

 



逆極点 

 

 

 

３６Ｂｏｘ計算 

 



７．ＴｅｘＴｏｏｌｓ計算 

 

 

再計算極点図計算 

  

同様に、｛２００｝、｛２２０｝も作成 

 

 

 

 

 

 



逆極点図作成 

 

 

同様に、ＴＤ，ＲＤの作成する。 

 

各種処理を行う 

  

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌ解析のＲｐ％ 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓのＯＤＦ図確認 

 

 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのＨｅｒｍｏｎｉｃ法よりゴーストの少ない方位密度が計算されます。 

４：２：１に規格化なしの方位プロファイル 



 

 

規格化した方位プロファイル 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで計算したＮＤ方向の逆極点図 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５からＩｎｖｅｒｓｅＴｏｏｌｓを選択 

 

から 

等高線上に方位密度（方位）を表示 

 

 

 



３６Ｂｏｘ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．ＬａｂｏＴｅｘで解析 

ユーザ選択（材料選択） 

 

ｎｅｗＰｒｏｊｅｃｔ選択 

 

ＰＦｔｏＯＤＦ３で作成したデータ選択 

 

 

 



 

 外す  ｓａｍｐｌｅ名を変更  Ｃｒｅａｔｅ 

 

確認し、ＲＵＮ－＞END 



入力極点図が表示される 

 

ODF解析を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｒｐ％が計算される。 

 

 ＣＴＲの計算では、方位密度が低い領域を削除し、β方向は平均値で扱っているため異なります。 

 

 既に、ＯＤＦ図、再計算極点図、逆極点図が計算されています。 

再計算極点図比較 

 

上段：入力極点図、中段：ｆｕｌｌ解析 下段：１／４対称解析 

 

 



各種計算結果のＥｘｐｏｒｔ 

ODF図 

 

 

極点図 

 

 

逆極点図 

   



Ｌａｂｏｔｅｘ解析結果 

 

ＬａｂｏＴｅｘのＲｐ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦ図 

 

 

方位プロファイル 

 



 

 

逆極点図 

 



 

 

 

 

 

 

９．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ、ＬａｂｏＴｅｘの方位密度比較 

 

 

 

 

 

 

 

 



よりＯＤＦ方位密度比較 

 

 

 

 

 

 

 



より逆極点 ３６ＢＯＸ比較 

 

 

 

 

 

 

 



１０．ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

ODF解析結果と VolumeFraction解析結果の ODF図 

 

 

 

 

 



VolumeFraction結果から再々計算極点図 

 

極点図作成 

    作成された再々計算極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



VolumeFraction結果の極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％を計算 

 

 

 前回Ｅｘｐｏｒｔしたファイル名より文字数を多くする。 

 

複数選択 

  

 

 

 

 



再計算極点図と再々計算極点図のＲｐ％を計算しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

     

 

 

表示は 

 

 


